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品質の安定したコンクリート
構造物を作るために
① 適切なコスト

• 安かろう悪かろう

• 高ければ良いというものでもない

② 材料の品質が安定していること
• 材料に関する知識・技術

③ 設計が適切であること
• 設計に関する知識・技術

④ 施工が適切であること

⑤ 反省、学習、創意工夫等のPDCA
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①適切なコスト
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②材料の品質が安定していること
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建設材料
・コンクリート
・鉄筋
・その他

コンクリートを構成する材料
・セメント
・骨材（粗骨材、細骨材）
・水
・混和剤、混和材



③設計・計画が適切であること
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• 設計・計画の段階から、ひび割れ対策など品質確保を考える。



④施工が適切であること

施工の質が決まるポイント
A) 知識

B) 技術

C) やる気
その１．気合い入れていくぞ！→ミスをしないぞ！

その２．もっと良い仕事ができるようになりたい！

D) 運（自然現象）・・知識や技術で乗り越える

6



A)コンクリートに関する知識
• 解明されるコンクリートの性質や現象

• ひび割れの原因・・・温度、乾燥、構造条件
• コンクリートは、温度によって膨張収縮する。

• コンクリートは、乾燥によって収縮する。

• 部材が拘束されるとひび割れやすい。

• 開発される様々な対策
• ひび割れ対策

• 補強鉄筋

• 膨張剤、収縮低減剤

• 品質（耐久性）確保対策
• 養生方法

• 混和剤（スランプロス低減タイプ、その他）
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B)施工に係る技術の進歩

• 進化する技術
➢アジテータ車

➢ポンプ車

➢バイブレーター

➢混和剤

• 建設IOT、建設DXによる生産性向上
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しかし、知識や技術があっても
• 計画通りいかない・・・ 天気、事故、トラブル

✓計画通りいかない場合を想定しておく

• 人は、ミスする・・・失念する、勘違いする

寝ぼける、忘れる

9

※余談 ドラマ「ドクターX」で大門未知子の決めゼリフとなった「私、失敗
しないので」は、2012年のロンドン五輪で女子柔道金メダリストとなった松
本薫（野獣と呼ばれた）が記者会見でつぶやいた言葉から生まれた。

『私、失敗しないので』の決めゼリフは、人が失敗するから、決め
ゼリフになる。



その１．やる気を大切にして、
ミスを防ぐ！

① 施工状況の把握・・・誰かが見ている
＋

② チェック・・・作業ミスや、作業もれを防ぐ

＝＞ 施工状況把握チェックシート
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東京新聞 TOKYO web

（東京電力にも教えたい！）
東京電力の失敗
福島第一原発デブリ作業
ミス「手順確認が十分で
なかった」東京電力社長
が経産相に報告 (2024.9.4)



アナタはなぜチェックリストを使わ
ないのか？ Atul Gawande (外科医)

• 医療は、医師の力量に任せられている。

• 質のばらつき、医療ミスも多発しているが・・・。

• 病気も医療手順も複雑で、マニュアル化できない。

• チェックリストなんて・・医師のプライド

→ やったらできた！医療ミスも減った。

• 建設現場の施行状況の把握にはルールがない？
→ 国土交通省（技術管理課）「ない。」

→ 施行状況の把握こそが品質を左右している（可能性もある）。

• 山口県発、施行状況把握チェックシート。東北地方整備局でマニュア
ルを完成

監督官による把握の質のばらつきが少なくなる。

• 国土交通省が全国で施行
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施工状況把握チェックシート（山口県）
（記載例）様式３　施工状況把握チェックシート

リフト 2

予定 9:00 実績 9:10

予定 11:30 実績 11:45

施工

段階

事前把握

メモ

臨場時

メモ
評価

1 ○

2 ○

3 ○

4 ※１

5 ○

6
打込1,締固7,

鉄筋1,型枠1

打込1,締固7,

鉄筋1,型枠1
○

7
使用３台

予備１台

使用３台

予備１台
○

8 ○

9 運搬 60分を計画 50～60分 ○

10 ○

11 ○

12 2m間隔 2m,一部5m ※２

13 ○

14 ○

15 40cm 40cm ○

16 ○

17 1.0ｍ ○

18 ○

19
振動部および

ホースに目印
○

20
50cm間隔で

型枠にテープ
○

21
振動時間8秒、

気泡でも判断
8～10秒 ○

22
作業時以外は

スイッチオフ
○

23 ○

24 ※３

25
打込み後

ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ設置

10/18

設置
○

26
表面養生剤

を塗布

10/18

塗布
○

27 10日間 10日間 ○

28 5.0N/mm2 7.5N/mm2 ○

R3.10版

【 施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト（ コ ン ク リ ー ト 打 込 み 時）】

事務所名 ○○土木建築事務所 工事名 県道○○線　道路改良工事　第○工区

構造物名 ○○橋　A1橋台 部位 たて壁

受注者名 ○○建設（株） 記入者名 主任監督員　○○○○

配合

チェック項目

27-12-20　BB 臨場日時 2021/10/18(月)　8:30～12:00

打込み開始時刻 打込み開始時気温 22.0℃ 天候 曇のち晴

打込み終了時刻 打込み量(m3) 80 リフト高(m) 3.0

準備

運搬装置・打込み設備・型枠内は清掃され、コンクリート中にごみ等が混入しないか。

コンクリートと接して吸水するおそれのあるところは、湿らせているか。

硬化したコンクリート表面は、レイタンス等を取り除き、湿らせているか。

型枠内にたまった水は、打込み前に除去しているか。

かぶり内に、結束線はないか。

コンクリート打込み作業の人員配置（※）は適切か。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

鉄筋や型枠は乱れていないか。

打込み箇所の設定は、型枠内でのコンクリートの横移動が生じないように、目的の位置、あるい

は適切な間隔としているか。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

１層の高さは、50cm以下としているか。

２層以上に分けて打ち込む場合、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり

始める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さを1.5m以下として、鉛直に打ち込んでいるか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいる

か。

締固め

棒状バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

棒状バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は適切か。（一般に50cm以下）

棒状バイブレータの振動時間は適切か。（目安は５～15秒）

締固め作業中に、棒状バイブレータを鉄筋等に接触させ、振動を与えていないか。

棒状バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

棒状バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

養生

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けている

か。

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。

要改善

事項等

※１　型枠内の一部に水がたまっていたため、打込み前に口頭で注意し、是正された。

※２　作業足場の制約により、打込み間隔が広い箇所があり、コンクリートの横移動が認められた。

　　　次回以降、打込み箇所の目印設置や作業足場の配置を検討するよう、口頭で指示（打合せ簿別途）。

※３　当初、引き抜きが速く穴が認められたため、口頭で注意し、是正された。

※コンクリート打込み作業人員とは、コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者

　（監理技術者等やポンプ車運転手等）を除いた人員。

　施工状況把握の結果、人員配置に問題があると見受けられた場合は、再検討を指示する。

本チェックシート使用上の留意点

・本資料は「2017年制定　コンクリート標準示方書【施工編】」や「山口県土木工事共通仕様書」等に基づき、標準的な材料

　および施工方法を想定した内容としている。

・暑中／寒中コンクリートの場合等、環境条件や使用材料等に応じてチェック項目を変更または追加してもよい。

施工計画書や打合せ
から事前に把握できた
内容をメモする。

臨場時に把握した
数値などをメモする。

養生については、
後日記入する。

様式３　施工状況把握チェックシート

リフト

予定 実績

予定 実績

施工

段階

事前把握

メモ

臨場時

メモ
評価

1

2

3

4

5

6

7

8

9 運搬

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

R3.10版

【 施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト（ コ ン ク リ ー ト 打 込 み 時）】

事務所名 工事名

構造物名 部位

受注者名 記入者名

配合

チェック項目

臨場日時

打込み開始時刻 打込み開始時気温 天候

打込み終了時刻 打込み量(m3) リフト高(m)

準備

運搬装置・打込み設備・型枠内は清掃され、コンクリート中にごみ等が混入しないか。

コンクリートと接して吸水するおそれのあるところは、湿らせているか。

硬化したコンクリート表面は、レイタンス等を取り除き、湿らせているか。

型枠内にたまった水は、打込み前に除去しているか。

かぶり内に、結束線はないか。

コンクリート打込み作業の人員配置
（※）

は適切か。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

鉄筋や型枠は乱れていないか。

打込み箇所の設定は、型枠内でのコンクリートの横移動が生じないように、目的の位置、あるい

は適切な間隔としているか。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

１層の高さは、50cm以下としているか。

２層以上に分けて打ち込む場合、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり

始める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さを1.5m以下として、鉛直に打ち込んでいるか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいる

か。

締固め

棒状バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

棒状バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は適切か。（一般に50cm以下）

棒状バイブレータの振動時間は適切か。（目安は５～15秒）

締固め作業中に、棒状バイブレータを鉄筋等に接触させ、振動を与えていないか。

棒状バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

棒状バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

養生

後日

記入

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けている

か。

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。

要改善

事項等

※コンクリート打込み作業人員とは、コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者

　（監理技術者等やポンプ車運転手等）を除いた人員。

　施工状況把握の結果、人員配置に問題があると見受けられた場合は、再検討を指示する。

本チェックシート使用上の留意点

・本資料は「2017年制定　コンクリート標準示方書【施工編】」や「山口県土木工事共通仕様書」等に基づき、標準的な材料

　および施工方法を想定した内容としている。

・暑中／寒中コンクリートの場合等、環境条件や使用材料等に応じてチェック項目を変更または追加してもよい。 12



（記載例）様式３　施工状況把握チェックシート

リフト 2

予定 9:00 実績 9:10

予定 11:30 実績 11:45

施工

段階

事前把握

メモ

臨場時

メモ
評価

1 ○

2 ○

3 ○

4 ※１

5 ○

6
打込1,締固7,

鉄筋1,型枠1

打込1,締固7,

鉄筋1,型枠1
○

7
使用３台

予備１台

使用３台

予備１台
○

8 ○

9 運搬 60分を計画 50～60分 ○

10 ○

11 ○

12 2m間隔 2m,一部5m ※２

13 ○

14 ○

15 40cm 40cm ○

16 ○

17 1.0ｍ ○

18 ○

19
振動部および

ホースに目印
○

20
50cm間隔で

型枠にテープ
○

21
振動時間8秒、

気泡でも判断
8～10秒 ○

22
作業時以外は

スイッチオフ
○

23 ○

24 ※３

25
打込み後

ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ設置

10/18

設置
○

26
表面養生剤

を塗布

10/18

塗布
○

27 10日間 10日間 ○

28 5.0N/mm2 7.5N/mm2 ○

R3.10版

【 施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト（ コ ン ク リ ー ト 打 込 み 時）】

事務所名 ○○土木建築事務所 工事名 県道○○線　道路改良工事　第○工区

構造物名 ○○橋　A1橋台 部位 たて壁

受注者名 ○○建設（株） 記入者名 主任監督員　○○○○

配合

チェック項目

27-12-20　BB 臨場日時 2021/10/18(月)　8:30～12:00

打込み開始時刻 打込み開始時気温 22.0℃ 天候 曇のち晴

打込み終了時刻 打込み量(m3) 80 リフト高(m) 3.0

準備

運搬装置・打込み設備・型枠内は清掃され、コンクリート中にごみ等が混入しないか。

コンクリートと接して吸水するおそれのあるところは、湿らせているか。

硬化したコンクリート表面は、レイタンス等を取り除き、湿らせているか。

型枠内にたまった水は、打込み前に除去しているか。

かぶり内に、結束線はないか。

コンクリート打込み作業の人員配置（※）は適切か。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

鉄筋や型枠は乱れていないか。

打込み箇所の設定は、型枠内でのコンクリートの横移動が生じないように、目的の位置、あるい

は適切な間隔としているか。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

１層の高さは、50cm以下としているか。

２層以上に分けて打ち込む場合、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり

始める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さを1.5m以下として、鉛直に打ち込んでいるか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいる

か。

締固め

棒状バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

棒状バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は適切か。（一般に50cm以下）

棒状バイブレータの振動時間は適切か。（目安は５～15秒）

締固め作業中に、棒状バイブレータを鉄筋等に接触させ、振動を与えていないか。

棒状バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

棒状バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

養生

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けている

か。

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。

要改善

事項等

※１　型枠内の一部に水がたまっていたため、打込み前に口頭で注意し、是正された。

※２　作業足場の制約により、打込み間隔が広い箇所があり、コンクリートの横移動が認められた。

　　　次回以降、打込み箇所の目印設置や作業足場の配置を検討するよう、口頭で指示（打合せ簿別途）。

※３　当初、引き抜きが速く穴が認められたため、口頭で注意し、是正された。

※コンクリート打込み作業人員とは、コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者

　（監理技術者等やポンプ車運転手等）を除いた人員。

　施工状況把握の結果、人員配置に問題があると見受けられた場合は、再検討を指示する。

本チェックシート使用上の留意点

・本資料は「2017年制定　コンクリート標準示方書【施工編】」や「山口県土木工事共通仕様書」等に基づき、標準的な材料

　および施工方法を想定した内容としている。

・暑中／寒中コンクリートの場合等、環境条件や使用材料等に応じてチェック項目を変更または追加してもよい。

施工計画書や打合せ
から事前に把握できた
内容をメモする。

臨場時に把握した
数値などをメモする。

養生については、
後日記入する。
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チェックシートを活用した品質確保の取り組み

山口県コンクリート構造物ひび割れ抑制対策施工状況把握チェックシートのe-learning

コンテンツ http://yama-ctc-e.jp/aaa/newpage1.html

キーワード：品質確保、チェックシート、研修、スキルとマインド

14
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チェックシートの活用法

• チェック項目は大切なポイント
を示しているが、検査ではない。

• 会話のネタに使う。

• そして、反省に使う。

施工状況把握チェックシートは、発注者と
施工者のコミュニケーションツール

様式３　施工状況把握チェックシート

リフト

予定 実績

予定 実績

施工

段階

事前把握

メモ

臨場時

メモ
評価

1

2

3

4

5

6

7

8

9 運搬

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

R3.10版

【 施 工 状 況 把 握 チ ェ ッ ク シ ー ト（ コ ン ク リ ー ト 打 込 み 時）】

事務所名 工事名

構造物名 部位

受注者名 記入者名

配合

チェック項目

臨場日時

打込み開始時刻 打込み開始時気温 天候

打込み終了時刻 打込み量(m3) リフト高(m)

準備

運搬装置・打込み設備・型枠内は清掃され、コンクリート中にごみ等が混入しないか。

コンクリートと接して吸水するおそれのあるところは、湿らせているか。

硬化したコンクリート表面は、レイタンス等を取り除き、湿らせているか。

型枠内にたまった水は、打込み前に除去しているか。

かぶり内に、結束線はないか。

コンクリート打込み作業の人員配置
（※）

は適切か。

予備のバイブレータを準備しているか。

発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか。

練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか。

打込み

ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処置を施しているか。

鉄筋や型枠は乱れていないか。

打込み箇所の設定は、型枠内でのコンクリートの横移動が生じないように、目的の位置、あるい

は適切な間隔としているか。

コンクリートは、打込みが完了するまで連続して打ち込んでいるか。

コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか。

１層の高さは、50cm以下としているか。

２層以上に分けて打ち込む場合、上層のコンクリートの打込みは、下層のコンクリートが固まり

始める前に行っているか。

ポンプ配管等の吐出口から打込み面までの高さを1.5m以下として、鉛直に打ち込んでいるか。

表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを打ち込んでいる

か。

締固め

棒状バイブレータを下層のコンクリートに10cm程度挿入しているか。

棒状バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は適切か。（一般に50cm以下）

棒状バイブレータの振動時間は適切か。（目安は５～15秒）

締固め作業中に、棒状バイブレータを鉄筋等に接触させ、振動を与えていないか。

棒状バイブレータでコンクリートを横移動させていないか。

棒状バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか。

養生

後日

記入

硬化を始めるまでに乾燥するおそれがある場合は、シートなどで日よけや風よけを設けている

か。

コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか。

湿潤状態を保つ期間は適切であるか。

型枠および支保工の取外しは、コンクリートが必要な強度に達した後であるか。

要改善

事項等

※コンクリート打込み作業人員とは、コンクリートの打込み・締固め作業時の人員のうち、直接作業に携わらない者

　（監理技術者等やポンプ車運転手等）を除いた人員。

　施工状況把握の結果、人員配置に問題があると見受けられた場合は、再検討を指示する。

本チェックシート使用上の留意点

・本資料は「2017年制定　コンクリート標準示方書【施工編】」や「山口県土木工事共通仕様書」等に基づき、標準的な材料

　および施工方法を想定した内容としている。

・暑中／寒中コンクリートの場合等、環境条件や使用材料等に応じてチェック項目を変更または追加してもよい。



施工状況把握チェックシート（東北地整）

寒中コンクリート用
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トンネル編施工状況把握チェックシート
（東北地整）

トンネル覆工コンクリート施工状況把握
シート（流動性が高い配合を使用）

トンネル覆工コンクリート施工状況把握
シート（標準配合を使用）

17

いろんなバージョンができている



施工状況把握チェックシート（床版コンクリート・寒中コンクリート用）

掃除と同じ。綺麗になるほど、
新たな（細かな）気づきが出てくる。



その２．より良い仕事を目指す！

反省、学習、創意工夫等のPDCA

① 出来栄え（表層）の確認

↓

② 目視評価法

↓

反省 → 次の施工に活かす

＝＞ コンクリートの表層目視評価法
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表層目視評価は、
良いコンクリートを
見極める目を育てる

写真は、東北地方整備局
手間本康一氏提供
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目視評価法（東北地整）
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トンネル覆工_目視評価法（東北地整）
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C)「やる気」を科学する
ホーソン効果とピグマリオン効果

ホーソン効果

• 注目を浴びることで、その期待に応えたいとい
う心理が働き、良い結果をもたらす効果

• 労働条件や経済的な条件よりも「注目を集めて
いる」という意識が生産性を向上させるという
結果

ピグマリオン効果

• 「心から相手に期待すれば、相手がその期待に
応えてくれる」という部分や、「期待が相手に
対して良い影響を与える」
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ホーソン効果
「人は・・・・・」

• 人は、人から褒められると嬉しくなる。両親や
社長や上司、先生など、認めてもらいたい人に
褒められると最高に幸せになる。

• 人は、人に見られていると良いことをするが、
人に見られていないと良くないこともする。
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構造物を造る人を育てること
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ピグマリオン効果
「良いもの造りたいなー」
• 南三陸事務所長のつぶやき

「良いものを造りたいな・・・」と、現場に行ってつぶや
いただけです。

⇨現場の職員が燃えた。

いろいろなアイデアや

工夫が始まった。 良いものを造
りたいなー

佐藤和徳氏
（元：南三陸国道事務所長、現：日本大学工学研究所教授）



東北地方整備局の取り
組み

•震災復興が急がれる中で、耐久性
のあるコンクリート構造物をつく
るための最大限の努力をしている。

•凍結抑制剤が大量に使用されるな
ど、過酷な環境下にある中で、耐
久性のあるコンクリート構造物を
作ろうとしている。
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復興道路・復興支援道路の総延長５５０Ｋｍ ☞
膨大な数の橋梁やトンネルを短期間に施工

令和３年度専門技術講習会（コンクリート技術）



釜石JCT釜石中央JCT

陸前高田IC 山田南IC



人の心
ある心理学者が行った実験（農業新聞コラム）

• ３つのグループに同じ簡単な仕事をしてもらい、そして、

➢Aグループは、褒めた「良くできてるね。」

➢Bグループは、叱った「どうして出来ないの。」

➢Cグループは、何も言葉をかけない。

➢ここから実験
• その後、これらのグループに、同様の簡単な仕事を与え

ると、結果は前回と比べどうなったか。
➢叱ったグループの成績が褒めたグループよりも伸びた。

• さらにこの実験を繰り返すと、結果はどうなったか。
➢褒めたグループが叱ったグループの成績を超えた。

➢最も成績が振るわなかったのは、実は何も言葉をかけなかった
グループだった。



おわりに
• チームで仕事をするというのは、本当に難しい

ですね。“自戒を込めて”

• しかし、建設こそ一人では決してできない仕事
です。

• 大切と思うことを５つ
1. 関係者が力を合わせて造ること

2. コンクリートの性質を正しく知ること

3. 「良い」品質とはどのようなものか。「良い」の
意味について知ること

4. 常に自ら考える仕組み（組織）を作ること

5. 構造物を造ると同時に人を造ること

ご清聴ありがとうございました。


